
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５０９７．自動車通関証明書交付申請 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

業務コード 業務名 

ＭＴＣ 自動車通関証明書交付申請 
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１．業務概要 

「自動車通関証明書交付申請事項登録（ＭＴＡ）」業務後、自動車通関証明書交付申請（救援品等手数料

免除申請を含む）を行う。 

また、本業務にて、申請条件「Ｋ」（開庁時申請）を登録した場合、最初に到来する予め定められた時刻

（ただし、当該時刻の属する日が「行政機関の休日に関する法律」に規定する行政機関の休日に当たると

きは、これらの日の翌日の予め定められた時刻）以降に自動車通関証明書交付申請を自動起動する（以

下、開庁時申請）旨を登録する。 

なお、開庁時申請の前に訂正が行われた場合は、改めて本業務による開庁時申請の登録が行われない限

り、開庁時申請は処理されないこととなる。 

本業務は以下の時間帯にて実施可能である。 

申請条件 実施可能時間帯 特記事項 

なし 税関開庁時間内 本業務が税関の開庁時間外にわたる場合は、業務を行っ

た時刻に係る時間外執務要請届がされている必要があ

る。 

Ｋ（開庁時申請） 税関開庁時間外  

 

２．入力者 

通関業者、輸出入者 

 

３．制限事項 

なし 

 

４．入力条件 

（１）入力者チェック 

①システムに登録されている利用者であること。 

②利用者が自動車通関証明書発行ＤＢに登録されている事項登録者と同一であること。 

（２）入力項目チェック 

（Ａ）単項目チェック 

「入力項目表」及び「オンライン業務共通設計書」参照。 

（Ｂ）項目間関連チェック 

なし。 

（３）自動車通関証明書発行ＤＢチェック 

①入力された証明書申請番号が自動車通関証明書発行ＤＢに存在すること。 

②ＭＴＡ業務が実施されていること。 

③ＭＴＣ業務（開庁時申請前を除く）が実施されていないこと。 

④「自動車通関証明書交付申請呼出し（ＭＴＢ）」業務による自動車通関証明書情報呼出し処理中で

ないこと。 

⑤「自動車通関証明書交付情報登録（ＭＴＦ）」業務によって登録された情報でないこと。 

⑥「自動車通関証明書交付後備考訂正（ＭＴＧ)」業務によって登録された情報でないこと。 

⑦申請条件「Ｋ」（開庁時申請）の場合、開庁時申請の旨の登録がされていないこと。 
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（４）時間外執務要請届ＤＢチェック 

申請条件「なし」が税関開庁時間外に行われた場合は、以下のチェックを行う。 

①当該申請者分の時間外執務要請届ＤＢ（届出種別「Ｇ：収納」）が存在すること。 

②本業務が行われた時刻が時間外執務要請届の届出時間帯であること。 

（５）税関開庁時間チェック 

申請条件「Ｋ」（開庁時申請）の場合は、本業務実施時間が税関の開庁時間外であること。 

 

５．処理内容 

（１）入力チェック処理 

前述の入力条件に合致するかチェックし、合致した場合は正常終了とし、処理結果コードに「０００

００－００００－００００」を設定の上、以降の処理を行う。 

合致しなかった場合はエラーとし、処理結果コードに「０００００－００００－００００」以外のコ

ードを設定の上、処理結果通知の出力を行う。（エラー内容については「処理結果コード一覧」を参照。） 

（２）自動車通関証明書発行ＤＢ処理 

自動車通関証明書発行ＤＢに申請された旨を登録する。 

（３）時刻起動電文ＤＢ処理 

①申請条件「Ｋ」（開庁時申請）後に、申請条件「なし」で本業務が行われた場合は、登録済みの時刻

起動電文ＤＢを削除する。 

②申請条件「Ｋ」（開庁時申請）の場合は、開庁時申請を行う旨を時刻起動電文ＤＢに登録する。 

（４）時間外執務要請届使用実績（収納）ＤＢ処理 

申請条件「なし」で税関の開庁時間外に本業務が行われた場合、時間外執務要請届を使用した旨を

時間外執務要請届使用実績（収納）ＤＢに登録する。 

（３５）出力情報出力処理 

後述の出力情報出力処理を行う。出力項目については「出力項目表」を参照。 

 

６．出力情報 

情報名 出力条件 出力先 

処理結果通知 なし 入力者 

自動車通関証明書

交付申請控情報 

なし申請条件「なし」の場合 入力者 

自動車通関証明書

交付申請情報 

なし申請条件「なし」の場合 申請税関官署（収納部門） 

 

７．特記事項 

なし。 


